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とやま呉西圏域調査研究事業補助金
人口減少・少子高齢社会においても、活力ある社会経済を維持するため、大学、短期大学及び高等専門学校が圏域をフィールドとして
実施する地域課題解決に資する調査研究を支援するための補助金（年度ごとに１調査研究あたり50万円を限度（補助率100％）として補
助）。

調査研究名 研究代表者 交付決定額

浮草・もみ殻を添加したため池底泥土の地盤材料への適
用に関する研究

富山県立大学 環境・社会基盤工学科 講師 兵動 太一 ５００千円

実践教育プログラムによる地域活性化（継続）
－空き家の有効利用プロジェクトと街並み調査－

富山国際大学 現代社会学部 教授 川本 聖一 ３００千円

パラレルキャリア支援による女性のキャリアニーズ抽出
研究

富山大学 学術研究部医学系 助教 立瀬 剛志 ５００千円

射水市における商店街の時代変化と経営者意識 富山大学 学術研究部人文科学系 教授 大西 宏治 ４８４千円

呉西圏域におけるマルシェの普及対策の実践的調査研
究

富山大学 学術研究部都市デザイン学系 教授 本田 豊 ５００千円

令和４年度採択事業報告会の開催（令和５年５月26日） 会場：オンライン
前年度採択された５事業について、研究者が成果を報告。
６市担当課の職員がオンラインで聴講した。 研究成果は、WEBサイトで公開

１１ 広域的な課題解決に向けた大学との連携の推進
６市間における広域的または共通課題の解決に向けた調査研究及び各大学が取り組む学生が主体となった地域課
題解決に向けた研究や富山県内７高等教育機関が連携し実施している取組のうち、複数の自治体にまたがる事案に
ついて、共同して対応する。



呉西地区成年後見センター（平成31年4月1日 開設）
成年後見制度の利用の促進に関する法律（平成28年）に基づき策定され
た国の成年後見制度利用促進計画では、令和３年度までに市町村におい
て、連携ネットワークの中核機関の設置を求めている。

これを受けて呉西圏域では、将来的な成年後見制度対象者の増加を見
込み、共同利用を図りながら相談から後見まで一貫した支援ができるよう、
６市、各市社会福祉協議会が協議を進め、平成31年4月、開設。

設置場所 ： 高岡市社会福祉協議会内

１５ 呉西地区成年後見センター運営事業
将来的な成年後見制度対象者の増加を見込み、相談から後見まで一貫した支援ができる成年後見センターを設
置・運営し、成年後見制度に係る各種業務等の共同利用を図る。

成年後見センターでの主な業務内容
・成年後見制度に関する相談業務
・市民後見人養成講座 ⇒バンク登録
・法人後見業務
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（令和６年１月時点）
市民後見人バンク登録者数：６７名

後見業務
家庭裁判所から依頼のあった案件について、
後見業務を行う。

今年度の後見受任の実績は１５件。
（令和６年１月時点）
今後、受任件数をさらに増やしていきたい。

《後見受任の内訳》
高岡 10件、射水 １件、砺波 １件、南砺 ２件
小矢部1件

市民後見人養成講座の開催
令和５年度修了者：１４名

令和５年度より専門職１名増加し、より多くの相談
や法人後見に対応できるような体制を整えている。



子ども医療費の現物給付助成の対象保険医療機関の拡大

１歳～中学３年生（０歳はもとより県内全域）は、
圏域内６市の保険医療機関等を受診したとき、
受給資格証の提示により医療機関窓口で負担なしで
受診できるようになった。

⇒令和５年４月から現物給付助成の対象年齢を「18歳以下」まで拡大！

対象区域の拡大、手続の簡素化

～平成29年３月31日 平成29年４月１日～ 令和４年４月１日～ 令和５年４月１日～

高岡市 高岡市・射水市・砺波市・小矢部市・
氷見市内の保険医療機関

県西部６市の
保険医療機関
（連携事業化）

富山県全域の
保険医療機関

対象年齢を
18歳以下まで拡大

出生日から、

満18歳に達する日以降の
最初の３月31日まで

射水市 射水市・高岡市内の保険医療機関

氷見市 氷見市・高岡市内の保険医療機関

砺波市 砺波市内の保険医療機関

小矢部市 小矢部市内の保険医療機関

南砺市 南砺市内の保険医療機関
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１６ 子ども福祉支援相互連携事業 （１）子ども医療費助成事業 ※H29から継続、R5拡充
助成方法の統一により、手続の煩雑さが解消され、利便性の向上が図られる。また、行政及び医療機関は事務負
担の軽減が期待できることから、圏域住民が６市の「こども医療費助成制度」を利用して圏域内の医療機関を受診す
る場合における助成方法を、現物支給に統一する。

呉西圏域の取組みが
県内全域に拡大
（令和４年４月～）

呉西全６市において
対象年齢を拡大！
（令和５年４月～）
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１６ 子ども福祉支援相互連携事業 （２）児童発達支援人材育成事業
児童発達支援に係る人材育成により、各施設の職員レベルが向上し、圏域の児童発達支援体制の充実を図る研修
会や派遣を通じ、児童発達支援に係る人材育成を図るとともに、施設運営のあり方や供給量について検討する。

きずな子ども発達支援センター研修
とやま呉西圏域の保育士・幼稚園教諭を対象に、発達支援について講義、演習・グループワーク
を通じて人材育成を図り、各施設の職員レベルが向上し、圏域の児童発達支援体制の充実を図る。

日 程 講義内容 講師・担当 会 場 参加者数

６月 ７日
「ティーチャーズ・トレーニング」

特別支援教育士
スーパーバイザー

高岡市ふれあい
福祉センター 30

６月 14日 氷見市役所 16

６月 21日 「子どもの運動発達や遊びの指導につい
て」

理学療法士
射水市役所 28

６月 28日 氷見市役所 25

７月 ５日
「手の発達について」 作業療法士

砺波市役所 27

７月 12日 射水市役所 29

７月 19日

「ことばに遅れのある児童の理解と支援」 言語聴覚士

小矢部市総合保健
福祉センター 24

７月 26日
高岡市ふれあい
福祉センター 28

８月 ２日
「発達障害の理解と対応」
「きずな子ども発達支援センターの紹介」

発達支援室室長・
特別支援教育指導
員、外来長、保育士

南砺市役所 24

８月 ９日
小矢部市総合保健
福祉センター 26

８月 23日

「就学までに育てたい力」 発達支援室室長

南砺市役所 18

８月 30日 砺波市役所 25
延べ参加者数：300名



受講の様子

１７ ＩＣＴ教育環境に関する調査・研究
ＩＣＴを活用した双方向授業を実現するための環境整備を進めるに当たり、各市の検討状況や先進事例等の有用な
情報を６市間で共有するとともに、各市がICT環境整備や有効に活用するための研修について調査・研究を進める。
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ICT活用研修会（令和５年１１月２９日）

ＩＣＴ教育の環境整備の推進及び研修の充実により、未来を担
う圏域の児童生徒に対する教育の質の向上を図ることを目的とし、
呉西圏域６市の教員を対象に、ＩＣＴ活用研修会を開催した。

【会場】オンライン（各勤務校等）
【演題】「NEXT GIGAに向けての 今までとこれから」
【内容】
・文部科学省が目指す「GIGAスクール構想の実現」に向けて、「１人１台
端末・高速通信環境」を活かした学びをどのように変容させていくか。
・校務のデジタル化、授業での活用と共に、未来社会を支える子供たち
に付ける力を明確にした教育DXをどのように推進するか。

【講師】札幌国際大学 全学共通教育部 情報教育部
教授 岩﨑 有朋 先生

※開催市持ち回り
⇒令和６年度は砺波市主催となり、研修会、講演会を開催予定

参加者：８１名

講師



１８ 歴史文化の学び交流事業
圏域の歴史・文化を相互に学ぶ機会を創出するため、交流講座の実施や合同企画の検討を行う。
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６市学芸員による交流講座
圏域の歴史・文化を相互に学ぶ機会を創出するため、各市の学芸員が他市の生涯学習講座等に出講する交流講
座を開催。令和５年度は、当年度の相互交流の相手方市との講座以外にも、２市において追加講座を実施しました。

令和７年度までに、６市共通のテーマでの合同企画展が開催できるよう調整を進める。

【射水市会場】
令和５年７月23日（日）
『漁撈の歴史とSDG s
～縄文の漁撈から現代の定置網漁まで』
廣瀬直樹（氷見市立博物館主査）

【南砺市会場②】
令和６年２月23日（金）
『桜町遺跡からみた縄文人の交流』

大野淳也（小矢部市文化スポーツ課課長補佐）

【砺波市会場】
令和５年11月９日（木）
『歴史都市・日本遺産「高岡」の魅力』
仁ヶ竹亮介（高岡市立博物館主幹）

【小矢部市会場①】
令和５年11月28日（火）
『南砺市の文化財 見どころ解説』

宮﨑順一郎（南砺市文化・世界遺産課
副主幹）

【高岡市会場】
令和５年６月24日（土）
『砺波平野の歴史と散居村の成立』

高原徹（砺波市郷土資料館学芸員）

【南砺市会場①】
令和５年12月24日（日）
『放生津八幡宮祭の曳山・築山行事総合調査と町内との関り』

金三津英則（射水市生涯学習・スポーツ課主査）

【小矢部市会場②】
令和６年３月13日（水）
『高岡市内の中世の山城』

田上和彦（高岡市文化財保護活用課主
任）

【氷見市会場】
令和５年７月１日（土）
『射水のまつり』

松山充宏（射水市新湊博物館主査学芸員）



「元気とやまかがやきウォーク
～呉西６市ウォーキングミッション～」

富山県公式スマホアプリ「元気とやまかがやきウォーク」と連携した
「呉西６市ウォーキングミッション」を開催。
メタボリックシンドローム該当者が多いため、「歩く」ことに取組む。
イベント期間中、６市の代表的なウォーキングコースを歩くミッションを
達成した方に、呉西６市の特産品を抽選でプレゼント。

【対象者】
６市に居住する18歳以上の方
【日程】
令和５年10月１日～11月30日 20

健康ポータルサイト「からだナビ」

健康づくり無関心層が健康づくりを実践できるきっかけをつくり、
「域内の住民の健康づくり意識を高める」。
南砺市が立ち上げた健康ポータルサイト「からだナビ」を６市で活用し、
圏域住民の健康づくりを図る。

２０ 呉西圏域ポイントサービス事業
６市共通テーマとなる各市の事業に参画する市民にポイントを付与し、一定のポイント数に応じ、行政サービスや施
設利用等に使用できる金券や特産品等と交換できるサービスを検討・実施する。 令和５年度で６年目。



とやま呉西圏域ビジネス交流交歓会2023 in 名古屋（令和５年11月13日）
東海北陸自動車道の開通や4車線化工事等、交通インフラの整備が進み、今後ますます北陸との「人」「物」「情報」の
相互交流の向上が期待される中京圏との結びつきを深め、主要企業、ベンチャー企業をはじめ多様な企業との情報
の交流、人的ネットワークの形成、企業誘致の促進を図る。

講師：金子 恵美 氏（元衆議院議員）
演題：「話題のニュースを読み解く～どうなる⁉日本～」
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２１ 企業誘致の一体的推進
圏域における企業誘致を促進するため、立地環境のＰＲ活動や企業ニーズ把握のための調査、域内外の企業間の
マッチング等に一体的に取り組む。

参加：155名
（企業80社、８団体）



富山県西部合同企業説明会（令和６年３月６日）

22

２２ 就業マッチング支援事業
圏域による合同就職説明会等の実施、Ｕターン・Ｉターン就職支援、圏域内企業に対する総合的な求人サポート（首
都圏の就職説明会への出展支援や魅力発信セミナーの開催等）を通じて、企業の魅力を求職者へ発信することによ
り首都圏への人材流出を防ぎ雇用創出につなげる。

昨年の開催風景（高岡テクノドーム）

学生や転職希望者を対象に
富山県西部の企業が参加する
合同企業説明会を開催予定。
○出展企業数：172社
○会 場：高岡テクノドーム
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２３ 広域防災連携事業
圏域内で連携し、地域防災を支援する防災士を育成し、自主防災組織の活動の支援・活性化と防災力の強化を
図る。

災害備蓄

災害時に必要な資機材や生活必需品等について、

各市の備蓄計画に基づき備蓄品の購入を行う。

防災講習会（令和５年５月28日）
会場：高岡市役所 8階802会議室

＜内 容 ＞
講義「防災士としての活動」
ワークショップ「避難所運営訓練ゲームＨＵＧ」
＜対 象＞
令和4年度防災士取得者
＜講 師＞
特定非営利活動法人富山県防災士会

江尻 泰将 氏
参加者：40名

防災講演会（令和６年２月25日）
会場：ふくおか総合文化センター１Ｆ

文化ホール

＜内 容 ＞
講演「東日本大震災から学んだ教訓
～自然災害の備えと避難所運営～」
＜対 象＞
６市在住の防災士
＜講 師＞
仙台市宮城野区 福住町町内会副会長
防災・減災部長 大内 幸子 氏

参加者：６市の防災士約210名
(R４実績)

R4写真（R5開催後差し替え)



首都圏イベント「Discover とやまWEST Life」の開催

将来的な圏域への移住・定住の推進や関係人口の創出を図ることを目的に、
移住者同士のトークをメインとしたオンライン移住イベントを２回にわたり都内
で開催。

第１回 R5.12 とやまＷＥＳＴで私らしく働く（ビジネスマン向け）
地方でのリモートワークや起業・継業
などをテーマに、圏域へ移住し多様な
働き方を実践する３名によるトーク
セッションによって魅力を発信。

第２回 R6.2 家族で地域と出会う

参加：30名

『家族で移住』をテーマに、
ご家族での移住を叶え、
地域を盛り上げている
先輩移住者の方をお招きし、
移住を決めたきっかけや
子育てについてのリアルを
ご紹介。
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２８ 移住・定住トータルサポート事業
都市圏との交流推進や圏域内への移住・定住に関する総合的支援の展開を図る。

「ふるさと回帰フェア2023」共同出展
（令和５年９月17日）

相談：72組

「地方暮らし」や
「ふるさとへの回
帰」を考えている方
を対象とした国内
最大級の移住マッ
チングイベントに、
６市が共同出展。



２９ 職員人事交流・統一的な職員研修
少子高齢化、人口減少等の変革時代において、今後は呉西６市で地域課題解決のために協働していくことがますま
す重要になることから、シミュレーション演習やグループ討議を通して、政策形成の基礎を学ぶとともに、呉西６市が直
面する地域課題の理解を深め、圏域内の職員連携の強化を図る。
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職員力向上研修（令和５年11月22日）

疑似体験型研修
「ビジネスゲーム『The Team』で学ぶ、チームビルディング」

上司と部下が会社の中でチームとして動いているからこそ起きる矛盾や
問題、両者の視座の違いやコミュニケーションギャップを一連のゲーム体
験を通じて実感し、それぞれの立場に求められる視点や考え方、相手へ
の接し方を学び、実践につなげる。

【会場】
高岡市役所8階会議室

【講師】
株式会社プロジェクトデザイン 代表 福井 信英 氏

参加者：６市の職員計41名


